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酸素飽和度と溶存酸素量の目安
溶存酸素量 備考

2.5ml /l 貧酸素水

2.0ml /l 魚類に影響

1.5ml /l 貝類危険

1.0ml /l

0.5ml /l10%

酸素飽和度

50%

30～40%

貧酸素水塊速報
（2006年）

底層の溶存酸素量分布（ｍｌ／ｌ ：速報値）

　「東京湾貧酸素水塊予測システム」も運用しています。水産総合研究センターのホームページか
らご覧ください。携帯電話はhttp://www.awa.or.jp/home/cbsuishi/cbmobile.htmlからどうぞ

　底層では，内湾の広い範囲（内湾北部および千葉県寄りの海域）に貧酸素水塊が分布していまし
た。また、内湾のほぼ全域（東京灯標から浦安にかけての沿岸海域は除く）に赤潮が発生していま
した。プランクトンの優先種は，珪藻のキリンドロテカ（Cylindrotheca closterium）でした。

　水温は表層が21～23℃，底層が15～20℃でした。
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